
令和６年２月２２日

令和５年農畜産物生産販売状況について

〇高山市農畜産物生産販売状況（金額は税込）

合計
対前年
比率

うち耕種 うち畜産 参考

令和 5 年 251億7千万円 104.1％ 149億8千万円 101億9千万円 過去 1位の販売額

令和 4 年 241億8千万円 105.1％ 136億7千万円 105億1千万円 過去 2位の販売額

令和 3 年 229億9千万円 104.7％ 130億0千万円 99 億 9 千万円 過去 4位の販売額

（主な品目ごとの内訳）

ほうれん草 トマト 水稲 肉用牛

令和 5 年 42 億 0千万円 54 億 2千万円 15 億 0千万円 64 億 9千万円

令和 4 年 40 億 2千万円 43 億 1千万円 14 億 7千万円 69 億 4千万円

令和 3 年 42 億 9千万円 37 億 0千万円 13 億 9千万円 66 億 7千万円
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令和５年１月から令和５年１２月の農畜産物生産販売状況については約２５１億円

（対前年比約１０４％）で、これまでの最高販売額であった昨年の２４１億円を上回り

過去最高の生産販売額となりました。

耕種部門の生産販売額は約１４９億円（対前年比約１１０％）で、主な品目ではほう

れん草が約４２億円、トマトが約５４億円、水稲が約１５億円となりました。また畜産

部門は約１０１億円（対前年比約９７％）となりました。

過去最高の生産販売額となった主な要因は、昨年の夏は全国的に猛暑が続いたことで

大変厳しい作柄でしたが、本市の農産物は高冷地栽培が特徴で、多少高温の影響はあっ

たものの他産地と比較して安定した作柄であったことと、比較的高値の単価で取引され

たことがあげられます。一方で、畜産部門では飼料代を含む生産費の高止まりの影響な

どにより子牛価格が低迷し昨年より減少しました。

記者会見資料②


